「パンドラの 匣」 という 題に 就て は、 明日の この 小説 

の 第一 回に 於て 書き記して ある 害 だし、 t 処で申 上げ 

て 置きたい 事 は、 もう 何も 無い。 

甚だぶ あいそな 前口上で いけない が、 しかし、 こん 

あいさつ おもしろ 

なぶ あいそな 挨拶 をす る 男の 書く 小説が 案外 面白い 事 

が ある。 

(昭和 二十 年 秋、 河北 新報に 連載の 際に 読者に なせる 

作者の 言葉に よる。) 



幕 ひらく 
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ぼく 

君、 思い違い しちやい けない。 僕 は、 ちっとも、 しょ 

げ てはいな いの だ。 君から あんな、 なぐさめの 手紙 を 

もらって、 僕 は まごついて、 それから 何だか 恥ずかし 

くて 赤面し ました。 妙に 落ちつかない 気持でした。 こ 

んな事 を 言う と、 君 は 怒る かも 知れない けれど、 僕 は 

君の 手紙 を 読んで、 「古いな」 と 思いました。 君、 もう 



船の 出帆 は、 それ は どんな 性質な 出帆で あっても、 必 

力す 

ず 何 かしらの 幽かな 期待 を 感じさせる もの だ。 それ は 

大昔から 変り のない 人間性の 一 つ だ。 君 は ギリシャ 神 

話の パンドラの 匣と い う 物語 を w J 存じだろう。 あけて 

しっと どんよく 

はならぬ 匣 を あけた ばかりに、 病苦、 悲哀、 嫉妬、 貪慾、 

さ いぎ い ん けん ぞうお は 

猜疑、 陰険、 飢餓、 憎悪な ど、 あらゆる 不吉の 虫が 這 

おお まわ 

い 出し、 空 を 覆って ぶんぶん 飛び 廻り、 それ以来、 人 

も だ 

間 は 永遠に 不幸に 悶えなければ なら なくなつ たが、 し 

すみ 

かし、 その 匣の 隅に、 けし 粒 ほどの 小さい 光る 石が 残つ 

ていて、 その 石に 幽かに 「希望」 という 字が 書かれて 

いたと いう 話。 



くて かなわなかった の だ。 君の ような 秀才に はわ かる 

まいが、 「自分の 生きて いる 事が、 人に 迷惑 を かける。 

僕 は 余計者 だ ご という 意識 ほど つらい 思い は 世の中 

に 無い。 
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けれども 君、 僕が こんな 甘つ たれた 古く さい 薄の ろ 

の 悩み を 続けて いるう ちに も、 世界の 風車 は クル クル 

おうしゅう 

と 眼に とまらぬ 早 さで まわって いたの だ。 欧洲に 於 

いて は ナチ スの 全滅、 東洋に 於いて は 比島 決戦に つい 



を あけて、 はだしで 庭へ 飛び降りて 吐いた。 ぐいぐい 

と 喉から いくらでも 込み上げて 来て、 眼から も 耳から 

も 血が 噴き出て いるよう な 感じが した。 コ ップに 一 一杯 

くらい も 吐いた ろうか、 血が とまった。 僕 は 血で 汚れ 

た 土 を 棒切れで 掘り返して、 わからない ようにした、 

とたんに 空襲警報 である。 思えば、 あれが 日本の、 い 

や 世界の 最後の 夜間 空襲だった の だ。 朦朧と した 気持 

ぼうくうごう 

で、 防空壕から 這い 出たら、 あの 八月 十五 日の 朝が 白々 

と 明けて いた。 

4 



畑の 茂みの 中に 仰向に 寝ころんだ 時、 お母さんが 呼び 

に 来た。 早く 手と 足 を 洗って お父さんの 居間に いらつ 

まま, て 

しゃいと いう。 い つも 微笑みな がらもの を 言う お 母 さ 

んは、 別人の ように 厳粛な 顔つき をして いた。 

お父さんの 居間の ラジオの 前に 坐ら されて、 そうし 

て、 正午、 僕 は 天来の 御 声に 泣いて、 涙が 頰を 洗い流 

れ、 不思議な 光が からだに 射し 込み、 まるで 違う 世界 

ある 

に 足 を 踏み いれた ような、 或いは 何だか ゆらゆら 大き 

い 船に でも 乗せられ たような 感じで、 ふと 気がついて 

みると もう、 昔の 僕ではなかった。 

しせい いちにょ うぬ ぼ 

まさか 僕 は、 死生 一 如の 悟り を ひらいた などと 自惚 



てはいない。 胸の 病気 も 気にして いない。 君から あん 

な、 同情の 言葉に 満ちた 手紙 を もらって、 僕 は 実際 ま 

ごつ いた。 僕 はい ま は 何も 思わず、 ただこの 船に 身 を 

ゆだねて 行く つもり だ。 僕 は あの 日、 すぐにお 母さん 

に 打明けた。 自分で も 不思議な くらい 平静な 態度で 打 

明けた。 

「僕、 ゆうべ 喀血し ました。 その 前の 晚も、 喀血し ま 

した ご 

何の 理由 も 無かった。 急に 命が 惜しくな つたと いう 

まで 

わけで も 無い。 ただ、 きのう 迄の 無理な 気取りが 消え 

ュこ こ！ 7、 いこ o 



きょうはお 約束 どおり、 僕の いまい る この 健康 道場 

の 様子 をお 知らせし ましょう。 E 巿 から バスに乗って 

約 一時間、 小 梅 橋と いうと ころで 降りて、 そこから 他 

の バスに乗り かえるの だが、 でも、 その 小 梅 橋から は 

もう 道場まで いくら も 無 いんだ。 乗り かえの バス を 

待って いるより、 歩いた ほうが 早い。 ほんの 十 丁 くら 

いのもの なの だ。 道場へ 来る 人 は、 たいてい そこから 



もう 歩いて しまう。 つまり、 小 梅 橋から、 山々 を 右手 

に 見ながら アスファルトの 県道 を 南へ 約 十 丁 ほど 行く 

やますそ 

と、 山裾に 石の 小さい 門が あって、 そこから 松 並木が 

山腹まで つづき、 その 松 並木の 尽きる あたりに、 二 棟 

の 建物の 屋根が 見える。 それが いま、 僕の 世話になつ 

ている 「健康 道場」 と 称する まことに 風 変リな 結核 療 

養 所な の だ。 新館と 旧 館と 二 棟に わかれて いる。 旧 館 

しよ-つ しゃ 

の ほう は それほど でもない が、 新館 はとても 瀟洒な 

明るい 建物 だ。 旧 館で 相当の 鍛鍊を 積んだ 人が、 この 

新館の ほうに つぎつぎと 移されて 来る 事に な つてい る 

の だ。 けれども 僕 は、 元気が よいので 特別に、 はじめ 



から 新館に いれられた。 僕の 部屋 は、 道場の 表玄関 か 

ら 入って すぐ 右手の 「桜の 間」 だ。 「新緑の 間」 だの 「白 

ひまわり 

鳥の 間」 だの 「向日葵の 間」 だの、 へんに 恥ずかしい 

きれ い 

くらい 綺麗な 名前が それぞれの 病室に 附 せられて ある 

の だ。 

「桜の 間」 は、 十 畳 間く らいの、 そうして やや 長方形 

がんじょう みなみ まくら 

の 洋室で ある。 木製の 頑丈な ベ ッドが 南 枕で 四つ 

並んで いて、 僕の ベッド は 部屋の 一ばん 奥に あって、 

ガラス まど 

枕元の 大きい 硝子 窓の 下に は、 十 坪く らいの 「乙女 ケ 

池」 とかいう (この 名 は、 あまり 感心 しないが) いつ 

も 涼しく 澄んで いる 池が あって、 鮒 や 金魚が 泳いで い 



のした たり 落ちる くらいに 赤い。 けれども、 眼 をつ 

ぶって 何 か を 考えて いる 時には、 威厳が ある。 案外、 

偉い ひとな のか も 知れない。 綽名 は 越後 獅子。 その 由 

来 は、 僕に はわから ない が、 ぴったりして いるよう な 

感じ もす る。 松 右衛門 殿 も、 この 綽名 を そんなに いや 

がっても いないよ うだ。 ご 自分から この 綽名 を 申出た 

の だとい う 説 も あるが、 はっきり は、 わからない。 
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そのお 隣り は、 木 下 清 七 殿。 左官 屋 さんだ。 未だ 独 



だが、 つづいて 当 道場の 特殊な 療養 生活に 就いて 少し 

御 報告 申しましょう。 まず、 毎日の 日課の 時間割 を 書 



いてみ ると、 

六 時 起床 

七 時 朝食 

八 時 ヨリ 八 時半 マデ 屈伸 鍛鍊 

八 時半 ヨリ 九 時半 マデ 摩擦 

九 時半 ヨリ 十 時マデ 屈伸 鍛鍊 

十 時 場 長 巡回 (日曜 

ハ 指導員 ノ ミノ 巡回) 

十 時半 ヨリ 十一 時半 マデ 摩擦 



十二時 

一 時 ヨリー 一時 マデ 

安 放送) 

一 一時 ヨリー 一時 半マデ 

一 一時 半 ヨリ 三時 半マデ 

三時 半 ヨリ 四時 マデ 

四時 ヨリ 四時 半マデ 

四時 半 ヨリ 五 時半 マデ 

六 時 

七 時 ヨリ 七 時半 マデ 

七 時半 ヨリ 八 時半 マデ 



昼食 

講話 (日曜 ハ慰 



自然 

摩擦 

夕食 



挛擦 



患者が こんな 運動 をす るの は、 とんでもない 危険な 事 

とされて いたらし いが、 これ もまた、 戦時の 物資 不足 

から 生まれた 新 療法の 一 つであろう。 当 道場で は、 た 

しかに、 この 運動 を 熱心に やる 人 ほど、 恢復が 早い そ 

うだ。 

次に 摩擦の 事 を 少し 書こう。 これ も 当 道場 独得の も 

のらし い。 そうして これ は、 ここの 陽気な 助手さん た 

ちの 役目な の だ。 

4 



これ は、 戦争 中に 拡声機が 電力の 不足で だめになつ 

たので、 一時 休止して いたの だそう だが、 戦争が すん 

で 電力の 使用が 少し 緩和され ると 同時に、 またす ぐ は 

じめ られ たの だ。 場 長 は、 このごろ、 日本の 科学の 発 

展史、 とで もい うような テ— マの 講義 を 続けて いる。 

頭の いい 講義と でもい うのであろう か、 淡々 たる 口調 

で、 僕たちの 祖先の 苦労 を 実に 平明に 解説して くれる。 

す ギ J たげん ぱく らんがく こと はじめ 

きのう は、 杉田玄 白の 「蘭学 事始」 に 就いて お話して 

下さった。 玄白 たちが、 はじめて 洋書 を ひらいて 見た 

ほんやく 

が、 どのよう にして どう 飜 訳して よいの か、 「まことに 

ろ だ ぼうよう 

艫 舵な き 船の 大海に 乗 出せし が 如く、 茫洋 として 寄る 



の あいまに、 助手さん の 肉声の 歌が 放送され る 事 も あ 

るが、 これ は 聞いて いて 楽しい、 というより は、 ハラ 

ハラして 落ち 附 かない 気持になる もの だ。 でも、 他の 

塾生た ちに は、 これが 一ばん 歓迎され ている よう だ。 

清 七 殿な ど、 眼 を 細く して 聞いて いる。 思う に、 かれ 

自身 も 都々 逸の 文句 入りと いうと ころな ど、 放送した 

くて たまらない のだろう。 
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午後 四時の 自然と いうの は、 まあ、 安静の 時間 だ。 



持が いい。 午後 八 時半の 報告と いうの は、 その 日 その 

日の 世界情勢に 就いての 報道 だ。 やっぱり 廊下の 拡声 

機から、 当直の 事務員の おそろしく 緊張した 口調の 

ニュ ウスが、 いろいろと 報告せられ るの だ。 この 道場 

では、 本 を 読む 事 はもち ろん、 新聞 を 読む 事 さえ 禁ぜ 

たんどく 

られ ている。 耽読 は、 からだに 悪い 事 かも 知れない。 

ザ J ーフず い 

まあ、 ここにい る 間 だけで も、 うるさい 思念の 洪水 か 

ら のがれて、 ただ 新しい 船出と いう 一事 をのみ 確信し 

て 素朴に 生きて 遊んで いるの も、 わるくな いと 思って 

いる。 

ただ、 君への 手紙 を 書く 時間が 少 くて、 これに は 弱つ 



まさか ここの 場 長が とりきめ たもので はなかろう。 助 

手さん たちの 案出した ものに 違いない。 ひどく 快活で、 

そうして ちょっと 男の子み たいな 手剛 さが、 ここの 看 

護婦 さんたち に 通有の 気風ら しい。 場 長 や 指導員、 塾 

生、 事務員、 全部の ひとに 片端から 辛辣な 綽名 を 呈上 

する の も、 すなわち、 この 助手さん たちのよう である。 

油断の ならぬ ところが あるの だ。 この 助手さん たちに 

就いては、 更によ く 観察し、 次便で またく わしく 報告 

する 事に しょう。 

まず は 当 道場の 概説く だんの 如しと いうと ころ だ。 

失&' 



九月 三日 

鈴虫 
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つかまつ そうろう 

拝啓 仕り 候。 九月に なると、 やっぱり 違う ね。 

風が、 湖面 を 渡って 来たみ たいに、 ひやり とする。 虫 

の 音 も、 めっきり、 かん 高くな つて 来た じ やない か。 

ぼく 

僕 は 君の ように 詩人で はない の だから、 秋に なった か 



制服の、 あの 白衣が よく 似合う。 それから、 たいへん 

働き者 だとい う 事 も、 人気の 原因の 一 つに なって いる 

かも 知れない。 とにかく、 よく 気が きいて、 きりきり 

てぎわ 

しゃんと 素早く 仕事 を片 づける 手際 は、 かつ ぼれ の 言 

い 草 じ やない けれど、 「まったく、 日本一 のお かみさん 

だよ ご 摩擦の 時な ど、 他の 助手さん たち は、 塾生と、 

無駄口 をき いたり、 流行歌 を 教え 合ったり、 善く 言え 

わきあいあい 

ば 和気 藹々 と、 悪く言えば のろのろ とやって いるのに 

この 竹さん だけ は、 塾生た ちが 何 を 言い かけても、 少 

ま ま え う な ^9 

し 微笑んで あいまいに 首肯く だけで、 シ ヤッシャと あ 

ざ やかな 手つきで 摩擦 を やって しまって いる。 しかも 



竹さん に 劣らぬ 人気 だ。 

3 

君、 それにつ けても、 男って 可笑しな ものだね。 そ 

ん なに 好きで もない 女の人に は、 カク ラン だの、 ハイ 

チヤ ィ だの、 ばかにし たような 綽名 を どしどし つける 

が、 いいひと に対して は、 どんな 綽名 も 思いつかず、 

ただ、 竹さん だの マァ坊 だのと いう 極めて 平凡な 呼び 

方し か出来な いの だからね。 おやおや、 きょうは、 ば 

かに 女の 話ば かりす る。 でも、 きょうは、 なぜ だか、 



好きだ 好きだと 書いて やった 直後で も あるし、 どうに 

も、 かなわない、 ぎこちない 気分であった。 マァ坊 は、 

僕 の 背中 を ， J すりな が ら、 ふいと 小声 で 言 つ た。 

「ひばりが、 一ばん いいな ご 

うれしく 無 か つ た。 何 を 言 つ て いやがる と 思 つ た。 

とってつ けたよう な そんなお 世辞 を 言える の は、 マァ 

坊が僕 を、 いい加減に 思って いる 証拠 だ。 本当に、 一 

ばんいい と 思って いたら、 そんなに はっき リ、 ぬけぬ 

けと 言える もので はない。 僕に だって それく らいの 機 

微は、 わかって いる さ。 僕 は、 黙って いた。 すると、 

また 小声で、 



「なやみが、 あるの よ。」 

と 来た。 僕 は、 びっくりした。 なんて まあ、 まずい 

事 を 言う のだろう。 うんざりした。 「鈴虫が 鳴いて い 

る」 が、 これで 完全に マイナス になった。 低能なん じ や 

ないか しらと 疑った。 まえから どうも、 あの 笑い 方 は 

白痴 的 だと 思って いたが、 さて は、 ほんものであった 

か、 などと 考えて いるう ちに、 気持 も 軽くな つて、 

「どんな 悩みが、 あるんだ いご と 馬鹿にし 切った 口調 

で 尋ねる ことが 出来た。 

2 
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びんせん かたづ 

便箋 を片附 けて 二階の パルコ ニイに 行って みると、 

きのうの 深夜、 旧 館の 鳴 沢 イト 子と かいう 若い 女の 塾 

生が 死んで、 ただいま 沈黙の 退場 をす るの を、 みんな 

で 見送る の だとい う 事であった。 新館の 男の 塾生 二十 

三 名、 そのほか 新館 別館の 女の 塾生 六 名、 緊張した 顔 

で バルコニ ィに、 四 列 横隊み たいな 形で 並び、 出棺 を 

待った。 しばらくして、 白い 布に 包まれた 鳴 沢さん の 

寝棺が、 秋の 陽 を 浴びて 美しく 光り、 近親の 人た ちに 

さかみち 

守られながら、 旧 館 を 出て 松林の 中の 細い 坂路 を、 ァ 



僕たち は 結核 患者 だ。 今夜に も 急に 喀血して、 鳴 沢 さ 

ん のようになる かも 知れない 人た ちば かりなの だ。 僕 

はこ かたすみ 

たちの 笑い は、 あの パンドラの 匣の 片隅に ころがって 

いた 小さな 石から 発して いるの だ。 死と 隣合せ に 生活 

している 人に は、 生死の 問題よりも、 一輪の 花の 微笑 

が 身に 沁みる。 僕たち はい ま、 si わば 幽かな 花の香に 

さそわれて、 何だか わからぬ 大きな 船に 乗せられ、 そ 

うして 天の 潮路の まに まに 身 を ゆだねて 進んで いるの 

いわゆる 

だ。 この 所謂 天意の 船が、 どのような 島に 到達す るの 

か、 それ は 僕 も 知らない。 けれども、 僕たち はこの 航 

海 を 信じなければ ならぬ。 死ぬ のか 生きる のか、 それ 



「やっとる ぞ。， - 

「がんばれ よご 

「ようし 来た ご 

という 挨拶 を 交して いるの を 聞き、 それが いつもの 

ような ふざけ 半分の 口調でなくて、 何 だ か 真剣な 響き 

のこ もってい るのに 気がついた。 そうして、 そのよう 

に 素直に 緊張して 叫んで いる 塾生た ちに、 僕 はかえ つ 

て 非常に 健康な もの を 感じた。 少し 気取った 言い方 を 

するなら、 その 日 一日、 道場 全体が 神聖な 感じで あつ 

た。 僕 は 信じた。 死 は 決して、 人の 気持 を^ 縮させる 

もので はない、 と。 



僕たちの こんな 感想 を、 幼い 強がりと か、 或いは 絶 

望の 果のャ ケクソ としか 理解で きない 古い 時代の 人た 

ち は、 気の毒な もの だ。 古い 時代と、 新しい 時代と、 

その 二つ の 時代の 感情 を 共に 明瞭 に 理解す る 事ので 

きる 人 は、 まれな ので は あるまい か。 僕たち は 命 を、 

羽の ように 軽い もの だと 思って いる。 けれども それ は 

命 を 粗末に している という 意味ではなくて、 僕たち は 

命 を 羽の ように 軽い ものと して 愛して いると いう 事 だ _ 

そうして その 羽毛 は、 なかなか 遠くへ 素早く 飛ぶ。 本 

当に、 いま、 愛国 思想が どうの、 戦争の 責任が どうの 

こうのと、 おとなた ちが、 きまりきった ような 議論 を 
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君のお 手紙で は、 君 は、 ばかに 竹さん を 弁護して い 

るよう じ やない か。 そんなに 好きなら、 竹さん に 君 か 

ら 直接、 手紙で も 出す がよ い。 いや、 それよりも、 ま 

あ、 いちど 逢って ごらん。 そのうち、 おひ まの 折に、 

僕 を 見舞いに、 ではなくて 竹さん を 拝見し に、 この 道 

場へ おいでになる といい。 拝見したら、 幻滅し ますよ。 

何せ、 どうに も、 立派な 女な の だから。 腕力 だって、 

君より 強い かも 知れない。 お 手紙に 依る と、 君 は、 マ 

ァ坊が 泣いた 事なん か、 少しも 問題で はない が、 竹 さ 



にし わき 

おととい、 同室の 西 脇つ くし 殿が、 いよいよ 一家 内 

の 都合で この 道場 を 出る 事に なって、 ちょうど その 日 

が マ ァ坊の 公休日と かに 当ってい るの だそう で、 それ 

で、 つくし を E 市まで 送って 行く 約束 をした とか、 そ 

の 前の 日 あたりから マ ァ坊は 塾生た ちに 大いに からか 

われて、 お土産 をた のむ、 とほう ぼうから 強迫され て、 

よし 心得た、 と 気軽に 合点々々 していた が、 おととい 

くるめが すり 

の 朝早く、 久留 来鉼の モン ペイ を はいて、 つくし 殿の 



もらう の は、 いや だから、 はじめから お土産の 強迫な 

どもし なかった し、 また、 みんなと 同じお もちやの 懐 

中 鏡 一枚の 恩恵に 浴した ところで、 つまらない 事 だと 

思って いたし、 マ ァ坊が 僕たちの 部屋へ やって来て、 

かつ ぼれ に 鏡 を 手渡し、 

「かつ ぼれ さん は、 この 女優 を 知って る？」 

「知らね えが、 べっぴん だ。 マ ァ坊に そっくり じ やな 

I 力 」 

「あら、 いや だ。 ダニエル • ダリ ユウ じ やない の ご 

「なんだ、 アメリカ かご 

「ちがう わよ、 フランスの ひとよ。 ひところ 東京で は、 



ずいぶん 人気が あつたの よ。 知らないの？」 

「知らね え。 フランス でも 何でも、 とにかく これ は 返 

けとう 

すよ。 毛唐 はつ まらね え。 日本の 女優の 写真と かえて 

くれね え か。 あい 願わく ば、 そうしても らいたい。 こ 

いつは、 向う の 小柴の ひば リ さんに でも あげ るんだ 

ね ご 

「ぜいたく 言って る。 特別に、 あなた だけに 差 上げる 

のよ。 ひばりに は、 いや。 意地 わる だから、 いや ご 

「どう だかね。 では まあ、 いただいて 置きましょう。 

ダニ ェ？， - 

「ダニ エルよ。 ダニエル • ダリ ユウ ご 
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その 日の 四時す ぎ、 自然の 時間に、 僕 は ベッドに 腰 

かけて ぼんやり 窓の 外 を 眺めて いたら、 白衣に 着かえ 

せんたくもの 

た マァ坊 が、 洗濯物 を 持って ひょいと 庭に 出て 来た。 

僕 は 思わず 立ち上り、 窓から 上半身 乗り出して、 

「マ ァ坊ご と 小さい 声で 呼んだ。 

マ ァ坊は 振 向き、 僕 を 見つけて 笑った。 

「土産 を くれないの？」 と 言って みた。 

マァ坊 は、 すぐに は 答えず、 四辺 を 素早く 身 廻した _ 



誰か 見て いない かと、 あたりに 気 をく ばる ような 具合 

いであった。 道場 は、 いま 安静の 時間で ある。 しんと 

していた。 マァ坊 は、 こわばつ たような 笑い 方 をして、 

てのひら 

ちょっと 掌 を 口の 横に かざし、 あ、 と 大きく 口 を あ 

け、 それから 口 をと がらせて 顎 を ひき、 その 次に、 口 

う.；， 6 ず 

を 半分く らい ひらいて こっくり 首肯き、 それから 口 を 

三分の 二 ほど ひらいて また、 こっくり 首肯いた。 声 を 

全然 出さず、 つま リロの 形 だけで 通信して いるので あ 

る。 僕に は、 すぐに わかった。 

「ァ、 ト、 デ、 ネ」 と 言って いるの だ。 

すぐに わかった けれども、 わざと、 同じ様に 口の 形 



それ を 箱から 出して、 ちょと ひっくりかえ したりし 

て 見て いるう ちに、 僕 は 何だか ひどく 悲しくな つて 来 

た。 うれし くないの だ。 あながち、 世間の ニュ ウスの 

せ いば かりで も 無 か つ たよう だ。 
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それ は、 ス テン レツ ス というの か、 ケ— キ ナイフな 

どに 使って ある クロ— ム のよう な 金属で 出来た 銀色の、 

ふた ばら つる 

平たい ケ ー ス である。 蓋 に は 薔薇 の 蔓を 図案 化した よ 

うな、 こん がらかった 細い 黒い 線の 模様が あって、 そ 



だ。 はなはだ 後味の わるい もの だ。 僕 は、 引出しの 奥 

の 一ばん 底に、 ケ ー スを 隠した。 早く 忘れて しまいた 

ヽ o 

レ 

ケ— スに は、 僕 も、 少し 閉口して、 持て あましの 形 

だが、 しかし、 こんな 経緯に 依って、 マァ坊 のよ さ を 

少しで も 君に わかっても らいたくて、 以上、 御 報告の 

一文 をした ためた 次第 だ。 どう だね、 少し は マ ァ坊を 

見直した かね。 やっぱり、 竹さん の ほうがい いかね。 

御 感想 をお 聞かせ 下さい。 

きょうは、 つくしの ベッドに、 隣り の 「白鳥の 間」 

の 固 パンが 移って 来た。 姓名 は須川 五郎、 二十 六 歳。 



どういうの。」 

「アイ、 ベ ッグ、 ユウ ァ、 パァ ドン ご 固 パン は、 ひど 

く 気取って 答える。 

「覚えに くい わ。 もっと 簡単な 言 いかたが 無い の？」 

「ヴェ リイ、 ソォ リイ ご 実に 気取って 言う。 

「それじゃ あねご と 別な 助手さん が、 「どうぞお 大事 

にね、 つて こと を 何とい うの？」 

「プリ ィズ、 テッキ ャァ、 ォブ、 ユア セルフ ご take 

care を、 テッキ ャァと 発音す る。 なんとも、 どうも、 

きざな 事であった。 

助手さん たち は、 それでも 大いに 感心して 聞いて い 



その 言い方が、 かつ ぼれ に、 ぐっと 来たと いうので 

ある。 前から この 二人の 間に は 暗雲が 低迷して いたの 

である。 かつ ぼれ は、 この 健康 道場 第一 等の 色男 を以 

て 任じて いたのに、 最近に 到って 固 パンが めきめき 色 

男の 評判 を 高めて、 かつ ぼれ の 影 は 薄くな リ、 むしゃ 

くしゃし ていた 矢先だった ので ある。 

「こんな もの？ 須 川さん、 そんな 言い方 をしても い 

いのです かご かつ ぼれ の 言い方 も 妙で ある。 

「なぜ、 いけない のです ご 固 パン は、 にこりと もしな 

い。 どうに も 堅 くるしく、 気取って いる 男な ので ある- 

「わかりません かねえ ご かつ ぼれ は、 少しお され 気味 



前さん は、 とかげの しつ ぼ だ。 一視同仁 という もの だ。 

おれに は 学 はねえ が、 それでも 衛生 を 尊ぶ 事 だけ は、 

知ってい るの だ。 人間、 衛生 を 知らな けれ や、 犬畜生 

と 同じ わけの ものなん だ ご 

何が何だか、 さっぱり わけの わからない 口説に なつ 

て 来た。 
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固 パン は 一向 それに 取合わず、 両手 を 頭のう しろに 

組んで、 仰向に ベッドの 上に 寝ころが つた。 度胸の あ 



ほ. » 

ずつ 区切って 泣 出した。 廊下に は、 他の 部屋の 塾生た 

ちが、 五、 六 人 まごついて、 こちらの 様子 をう かがつ 

ている。 

「見て は、 いけない ご と 越後 獅子 は、 その 廊下の 塾生 

たちに 向って 呶 鳴った。 そこまで は 立派で あつたが、 

それから 少しまず かった。 「暄曄 ではない ぞ！ 単な 

る、 単なる、 うう む、 単なる、 単なる、 うう む」 と 唸つ 

て、 とほうに 暮れた ように、 僕の ほう を ちらと 見た。 

「お 芝居 ご と 僕 は 小声で 言った。 

「単なる、」 と 越後 は 元気 を 恢復して、 「芝居の 作用 だ ご 

と 叫んだ。 



がすんで 引き あげる 時に、 竹さん はおくれ 毛 を 搔き上 

げて、 妙に 笑い、 

「ヴェ リイ、 ソォ リイ ご と 言った。 

ごめんなさいね、 つて 言 つたつ もりなん だろう。 

ちょっと 竹さん も、 わるくな いね。 どうだい、 君、 そ 

のうちに ひま を 見て、 当 道場へ やって来 ないか。 君の 

大好きな 竹さん を 見せて あげます よ。 冗談、 失礼。 朝 

夕す ずしくな リ ました。 常に 衛生、 火の 用心と はこ こ 

のと ころ だ。 僕と 二人 ぶんの 御 勉強お ねがい 申し上げ 
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さっそくの 御 返事、 たのしく 拝読いた しました。 高 

等 学校へ はいると、 勉強 もい そがし いだろう に、 こん 

なに 長い 御手 紙 を 書く の は、 たいへんでしょう。 これ 

から は、 いちいち こんな 長い 御 返事の 必要 はあり ませ 

ん。 勉強の さまたげになる ので はない かと、 それが 気 



ての 真の 面目 を 見せて 下さる よう、 お願いします。 な 

んて、 妙に 思い あがった、 先輩ぶ つた 言い方 をし まし 

たが、 なに、 竹さん なんかの 事 は 気にするな、 という 

だけの 事なん だ。 勇気 を 出して、 当 道場 を 訪問して、 

竹さん を ひとめ 見る といい。 現物 を 見る と、 君の 幻想 

は、 たちまち 雲散霧消 する。 何せもう ただ 立派で、 そ 

うして 大 鯛なん だからね。 それにしても 君 は、 ずい ぶ 

ん 竹さん に 打ち込んだ ものだね。 僕が あれほど、 マァ 

坊の 可愛らし さ を 強調して 書いて やっても、 「マ ァ坊 

とやら いう 女性な ど は、 出来 そこないの 映画 女優の 如 

く-なんて おっしゃって、 一向にみ とめて はくれ ず、 
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かつ ぼれ は、 蒼 ざめ て、 

「だめでしょう かご とお 伺いした。 

「そちらの 先生に 聞きな さいご と 言って 越後 は、 ぐい 

と 僕の 方 を 顎で しゃくった。 

かつ ぼれ は、 僕のと ころに 便箋 を 持って来た。 僕 は 

不風流 だから、 俳句の 妙味な どてんで わからない。 

やっぱり 固 パンの ように、 すぐに 返却して おゆるし を 

乞うべき ところで もあった の だが、 どうも、 かつ ぼれ 



その 露の 世 は 露の 世で ある。 さりながら、 諸君、 光明 

を 求めて 進 もうじゃ ないか。 いたずらに 悲観す る 勿れ、 

といった ような 意味に なって 来る じ やない か。 これが 

すなわち 私の 日本に 対する まごころ という わけの もの 

なんだ。 わかります かね ご 

しかし、 僕 は 内心 あっけに とられた。 この 句 は、 君、 

f 茶が 子供に 死なれて、 露の 世と あきらめて はいるが、 

それでも、 悲しくて あきらめ 切れぬ という 気持の 句 

だった 害ではなかった かしら。 それ を、 まあ、 ひどい 

じ やない か。 きれいに 意味 を ひっくりかえ している。 

いわゆる 

これが 越後の 所謂 「こんにちの 新しい 発明」 かも 知れ 



ない が、 あまりに ひどい。 かつ ぼれ の まごころに は賛 

成 だが、 とにかく 古人の 句 を 盗んで 勝手な 意味 をつ け 

て、 もて あそぶ の は 悪い 事 だし、 それに この 句 を その 

まま、 かつ ぼれ の 作品と して 事務所に 提出され て は、 

この 「桜の 間」 の 名誉に も かかわる と 思った ので、 僕 

は、 勇気 を 出して、 はっきり 言って やった。 

3 

「でも、 これと よく 似た 句が 昔の 人の 句に も あるんで 

す。 盗んだ わけ じ やないで しょうけ ど、 誤解され ると 



う も、 かつ ぼれ は、 常習犯ら しい。 「ええと、 それで は 

これ を 消して、」 と 耳に はさんであった 鉛筆で、 あっさ 

り、 露の 世の 句の 上に 棒 を 引き、 「かわりに、 こんなの 

まくらち と 

はどうで しょうご と、 僕の ベッドの 枕元の 小 机で 何 

やら 素早くし たためて 僕に 見せた。 

まし 

コスモス や 影お どるな り 乾む しろ 

「けっこうです。」 僕 は、 ほっとして 言った。 下手で も 

何でも、 盗んだ 句で さえなければ 今 は 安心の 気持 だ つ 

た。 「ついでに、 コスモスの、 と 直したら どうで しょ 

うご と 安心の あまり、 よけいの 事まで 言つ てし まつた- 

「コスモスの 影お どるな り 乾む しろ、 です かね。 なる 



である。 これから も 俳句の 相談に 乗って くれと、 まん 

ざら お世辞 だけで もない らしく 真顔で 頼んで、 そうし 

つま さ し：：' 

て 意気 楊々 と、 れいの 爪先き 立って お尻 を 軽く 振って 

歩く、 あの、 音楽 的な、 ちょん ちょん 歩き をして 自分 

の ベッドに 引き上げて 行き、 僕 は それ を 見送り、 どう 

にも、 かなわない 気持であった。 俳句の 相談役な ど、 

じっさい、 文句 入りの 都々 逸 以上に 困る と 思った。 ど 

うに も 落ちつかず、 閉口の 気持で、 僕 は、 

「とんでもない 事に なりました ごと 思わず 越後に 向つ 

て 愚痴 を 言った。 さすがの 新しい 男 も、 かつ ぼれ の 俳 

句に は、 まい つたので ある。 
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そういえば、 あの 句に はちよ つと 女の 感覚ら しい も 

のがあった。 とすると、 あの、 乱れ 咲く 乙女心の 野菊 

かな、 とかいう 変な 句 も、 くさい。 やっぱり あれ も、 

マ ァ坊か 誰か 助手さん の 作った 句な ので は あるまい か。 

何だか、 あの 十の 俳句が ことごとく あやしく なって 来 

た。 実に、 ひどい ひと だ。 本当に、 あきれる ばかり だ。 

あの 露の 世の 句に しても、 また、 この コスモスの 句に 

しても、 これ は 「桜の 間」 の 名誉に かかわる、 などと 

大袈裟な 事 は 言わず とも、 かつ ぼれ さんの 人格 問題と 



手渡す とすぐ に すたすたと 向う へ 行つ てし まった。 

はっと 思った。 僕が 悪い とすぐ に 思った。 どうも 僕 

ま ひ 

はこの ごろ、 すれた というの か 痲痺 〔# 「痲痺」 は 底本 

では 「痳痺 匕 したと いうの か、 いつのまにやら この 道 

場の 生活に 狎れ て、 ここへ 来た 当時の 緊張 を 失い、 マ 

ァ坊 などに 話 かけられても、 以前の ような 興奮 を 覚え 

ないし、 まるで 鈍感に なって、 助手が 塾生の 世話 をす 

るの は 当り前の 事で、 特別の 好意 だの、 何 だの、 そん 

な もの はどう だ つてい いと さえ 思うよう にな つ ていた 

状態で もあった ので、 つい、 ぶあいそに 手拭い を 持つ 

て 来い なんて 言って しまって、 あれで は、 マ ァ坊も 怒 



で 土 を 掬い上げて。 その しっとり した 重さに 感心した。 

自然 は、 生きて いる、 という 当り前の 事が、 なまぐさ 

いほ ど 強く 実感 せられた。 けれども、 そんな 驚き も、 

十分 間く らい 経ったら 消滅して しまった。 何も 感じな 

くな つた。 痲痺 〔# 「痲痺」 は 底本で は 「痳痺 匕 してし 

まって 平気に なった。 僕 は それに 気がついて、 人間の 

じゅんち 

馴致 性と いうの か、 変通 性と いうの か、 自身の たより 

あき 

無 さに 呆れて しまった。 最初の あの 新鮮な おののき を、 

何事に 於いても、 持ちつ づけて いたい もの だ、 とその 

時 つくづく 思った の だが、 この 道場の 生活に 対しても、 

噗 はもう そろそろ いい加減な 気持 を 抱き はじめて いる 



ァ坊を 好きで なくなつ たからと 言った つて、 それ は、 

僕の わがまま だ。 僕 は 人の 好意に さえ 狎れ てし まって 

いる。 僕 は、 シガレット ケ— スを もらった 事 さえ 忘れ 

ている。 よろしくない。 実に 悪い。 

「がんばれ よご と 呼び かけられたら、 その 好意に 感奮 

して、 大声で、 

「ようしきた！」 と 答えなければ ならぬ。 

3 

あやまち を改 むる に はばかる 事な かれ だ。 新しい 男 



にかく、 ちょっと その 書翰の 文面 を 書き写し てお 目に 

かけましょう か。 洗面所で は 終りの 一 枚の ほんの 一 端 

だけ を 読まされ たの だが、 こんど は 始めからの 三枚の 

便箋 全部 を 手渡しされ たので ある。 以下 は その 偉大な 

る 手紙の 全文で ある。 

4 

「過ぎし 想い出の 地、 道場の 森、 私 は 窓辺に よりかか 

ぺ— ジ い ことがら 

り、 静かに 人生の 新しい 一 頁と も 云うべき 事柄 を 頭 

に 描きつつ、 寄せて は 返す 波 を 眺めて いる。 静かに 寄 



の あなたに 我が 霊魂 を 導く 星の 光 あり、 世 はう つり、 

ころべ ど、 人生 を 正しく 生きん がた めに 努力しょう！ 

がんば 

男 だ！ 男 だ！ 男 だ"： 頑張って 行こう。 私 は 今 こ 

こに 貴女 を 妹と 呼ばして 頂きた い。 私に は 今 与えられ 

た 天分と 云おう か、 何と 云って いい か、 ああ、 やはり 

恋人と 云つ て 熱愛す ベ き 方が いい ご 

なんの 事 やら、 さっぱり わからぬ。 そうして、 この 

どとう 

辺から、 文脈が ますます 奇怪に 荒れ狂う。 実に 怒濤の 

如き もの だ。 

「それ は 人 じ やない、 物 じ やない、 学問で あり、 仕事 

の 根源で あり、 日々 朝夕 愛すべき 者 は 科学で あり、 自 



然の 美で ある。 共に この 二つ は 一体と なって 私 を 心 か 

ら 熱愛して くれる であろうし、 私 も 熱愛して いる。 あ 

あ 私 は 妹 を 得、 恋人 を 得、 ああ 何と 幸福であろう。 妹 

よ"： 私の"： 兄の この 気持、 念願 を、 心から 理解し 

て くれる ことと 思う。 それであって 私の 妹 だと 思い、 

これから も 御 便り を 送って ゆきたい と 思う。 わかって 

くれる だろう、 妹よ"： 

えらい 堅い 文章に な つ て 申 わけあり ませんで した。 

然も 御世話になりし 貴女に 妹な どと 申して 済みません 

が、 理解して 下さる ことと 思います。 貴女の 年頃に な 

れば 男女と も 色んな こと を 考える 頃 なれ ど、 あまり 神 



経 を 使う というの か、 深い 深い 事 を 考えない ようにし 

て 下さい。 私 も 俗界 を 離れます。 きょうは いいお 天気 

です が、 風が 強いです。 偉大なる 自然！ われ 泣きぬ 

れて 遊ばん！ おわかりの 事と 思う。 きょうの この 手 

紙、 よくよく 味わい 繰返し 繰返し 熟読され たし。 有難 

うよ、 マサ 子ち やん n がんばれよ、 わがい としき 妹"： 

では 最後に 兄と して 一 言。 

け さ き 

相 見ず て 日長くな りぬ 此頃は 如何に 好 去く やい ぶ 

わぎも 

かし 吾妹 

正子 様 

かずお 

一 夫 兄よ リ」 



と 言おう か、 魔 文と 言おう か、 どうも この 偉大なる 

しょかん 

書翰 を 書き写したら、 妙に 手首が だるくな つて、 字が 

うまく 書け なくなって 来た。 これで 失敬しょう。 また 

出直す。 

十月 五日 

しれん 

式谏 

1111 口^:: < 



2 

「けさ、 道場の 急用で、 まちへ 行って 来たの や ご と 竹 

さ んは 普通 の 音声 で 言 つ た 。 

「お土産 かご と 僕 は、 なぜ だか、 がっかりし たような 

気持で、 元気の 無い 尋ね 方 をした。 

かわい ふじむ すめ 

「可愛い やろ？ 藤 娘 や。 しまつと きご と 姉の よう 

な、 おとなび た 口調で 言って 立ち去った。 

僕 は、 ぼかんと した 気持だった。 少しも うれしくな 

い。 人の 好意に は 素直に 感奮すべき だと 前の 日に 思い 



あお 

と 顔 を 蒼く して 僕の 顔 を まっすぐに 見て、 「恥ずかし 

くない？」 

「恥ずかし いご 僕 は、 あっさり かぶと を 脱いだ。 「や 

いたんだ ご 

マァ坊 は、 金歯 を 光らせて 笑った。 

3 

「僕、 その 手紙 を 読んだ よご 大いに とっちめて やる つ 

もりで あつたの だが、 竹さん からつ まらぬ 藤 娘なん て 

お土産 を もらって、 出鼻 をく じかれ、 マァ坊 に対して 



「うん、 僕 もちよつ と 意外に 思った ご 僕の 場合、 あん 

まリ 下手で 意外だった の だ。 

「まったく、 意外 だ わご マァ坊 にと つて は、 いかにも、 

童ナな Iwfii り， （ * レ 

「君の ほうから も、 手紙 を 出したん だろう ご またもや 

要らない 事 を 言って しまって、 ひやりとした。 

「出した わご けろ りと している。 

僕 は 急に 面白くな くな つ た。 

「それじゃ 君が 誘惑した の だ。 君 は 不良少女みたい だ。 

そんなの を、 ォ タン チンって いうの だ。 ミィ チャン ハ 

ァ チャン ともいうし、 チン ピラ ともいうし、 また、 トツ 



4 

僕 は 出処進退に 窮 した。 口 をと がらして 洗面所 をぶ 

ら ぶら 歩いて いるう ちに、 何だか、 僕 も 一緒に 泣きた 

くな つて 来た。 

「マ ァ坊ご と 呼ぶ 僕の 声 は、 ふるえて いた。 「そんな 

に、 つくし を 好きな のか。 僕 だって、 つくし を 好きだ 

よ。 あれ は、 やさしい、 いい 人だった からな。 マァ坊 

が、 つくし を 好きになる の も 無理が ない と 思 うんだ。 

泣け、 泣け、 うんと 泣け。 僕 も 一緒に 泣く ぜご 

き ざ 

どうして あんな 気障な 事 を 言った のだろう。 いま 考 



は、 つくしの 事な ど、 なんとも 思って やしない わ。 そ 

ん なに 人 を 馬鹿にする もんじ やない わご 言葉 も 態度 

も 別人の ように 露骨で 下品に なって 来た。 「あたし は 

もう、 だめな のよ。 あなた は 知らないでしょう？ と 

ん まだから、 気がつかな いんだ。 あたし は、 あなたと 

いい 仲 だって 事 を、 もう、 みんなに 言われて いるの よ _ 

どうす るの？ そう 言われても いいの？」 

顔 を 伏せて 右 肩 を 突き出し、 くすくす笑いながら そ 

の 肩先で 僕 をぐ いぐい 押す ので ある。 



さん は、 いつも こんなに 早く 起きて 掃除 を はじめてい 

るので あろう か。 僕 は、 うまく 口が きけ ず、 ただ 胸 を 

わくわく させて 竹さん の 拭き掃除の 姿 を 見て いた。 白 

状す るが、 僕 はこの 時、 生れて はじめての、 おそろし 

おうのう やみ 

い 慾 望に 懊悩した。 夜の 明ける 直前の まっくらい 闇に 

は、 何 か ただならぬ 気配が うごめいて いるもの だ。 

8 

どうも、 洗面所 は、 僕に は 鬼門で ある。 

「i: さん、 さっき、」 声が 咽喉に ひっから まる。 喘ぎ 喘 



のろけなん かじゃ あ、 な いんだよ 

十月 七日 

固パ ン 



1 1 _ 

あらし のわき 

拝啓。 ひどい 嵐だった ね。 野 分と いう ものな のか 

しら。 これで は、 アメリカの 進駐軍 もお どろいて いる 

だろう。 E 巿 にも、 四、 五 百 人 来て いるそう だが、 ま 



だ この辺に は、 いちど も 現われな いよう だ。 矢鳕 にお 

びえ て、 もの 笑いに なるな、 と 場 長からの 訓辞 も あつ 

たし、 この 道場の 人た ち は、 割合い に 泰然と している。 

ただ ひとり、 助手の キント ト さんだ け、 ちょっと しょ 

んぼ りして いて、 皆にから かわれて いる。 キント トさ 

んは、 二、 三日 前、 雨の 中 を 用事で E 巿に 行って 来た 

そうだが、 道場へ 帰って 夜、 皆と 一緒に 就寝して から、 

シ クシ ク 泣いた。 どうしたの？ どうしたの？ と 皆 

にたず ねられて、 キント ト さんの しゃくり 上げながら 

物語る の を 聞けば、 おおよそ 次の 如き 事情で あつたと 



2 

蛾が 燈火を 慕って 飛んで 来る ように、 人間 もまた、 

こんな 嵐の 夜に は、 蠟燭の 貧しげ な 光で もな つかしく、 

吸い 寄せられて 来る のか も 知れない、 と 僕 は 思った。 

「ええ、」 僕 は 上半身 を 起して 彼 を 迎え、 「進駐軍 も、 

この 嵐に は、 おどろいて いるで しょうご と 言った。 

彼 はいよ いよ 妙に 笑い、 

「いや、 なに、 それが ねえ、」 と 少しお どけた ような 口 

調で 言い、 「問題 は その 進駐軍 なんです。 とにかく 君、 



すかね え ご 

4 

しかし、 固 パン はに こりと もせず、 

「そり や、 そう 言っても かまわな いと 思います。 もつ 

とも、 いまの 自由主義者と いうの は、 タイプが 少し 違つ 

ている ようです が、 フランスの 十七 世紀の 頃の リベ ル 

タンって やつ は、 まあたい ていそん な ものだった ので 

はな かわ ど すけろ く ねずみこぞう じろ きち 

す。 花 川 戸の 助 六 も 鼠 小僧 次郎吉 も、 或いは そうだつ 

たの かも 知れません ね ご 



時、 どうも 空気と いう ものが 邪魔に なって 早く 前方に 

進行で きない、 どうか 空気と いう もの を 無くして 欲し 

い』 神様 は その 願い を 聞き 勢れ て やった。 然るに 鳩 は、 

いくら はばたいても 飛び 上る 事が 出来なかった。 つま 

りこの 鳩が 自由 思想 です。 空気の 抵抗が あって はじめ 

て 鳩が 飛び 上る 事が 出来る のです。 闘争の 対象の 無い 

自由 思想 は、 まるで それ こそ 真空管の 中で はばたいて 

ひしょう- 

いる 鳩の ような もので、 全く 飛翔が 出来ません ご 

「似た ような 名前の 男が いる じ やない かご と 越後 獅 

子 は スリッパ を 縫う 手 を 休めて 言った。 

「あ、」 と 固 パン は 頭のう しろ を搔 き、 「そんな 意味で 



巻の 研究 をし なければ ならぬ 害だった の だ。 わし は 別 

に、 クリスチャン ではない が、 しかし 日本が 聖書の 研 

究 もせずに、 ただ やたらに 西洋文明の 表面 だけ を 勉強 

したと ころに、 日本の 大敗 北の 真因が あつたと 思う。 

自由 思想で も 何でも、 キリストの 精神 を 知らなくて は、 

半分 も 理解で きない ご 

5 

それから、 みんな、 しばらく、 黙って いた。 かつ ぼ 

れ まで、 思案 深げ な 顔 をして、 無言で 首 を 振った リ何 



ふりの 名刀が ある。 時 来らば、 この 名刀で もって 政敵 

を 刺さん、 とかな りの 自信 さえ 持って 山に 隠れて いた _ 

十 年 経って、 世の中が 変った。 時 来れり と 山から 降り 

て、 人々 に 彼の 自由 思想 を 説いた が、 それ はもう 陳腐 

な 便乗 思想 だけの もので しか 無かった。 彼 は 最後に 名 

刀 を 抜いて 民衆に 自身の 意気 を 示さん とした。 かなし 

い 哉、 すでに 鯖び ていたと いう 話が ある。 十 年 一 日の 

ごと 

如き、 不変の 政治 思想な ど は 迷夢に 過ぎない という 意 

味 だ。 日本の 明治 以来の 自由 思想 も、 はじめは 幕府に 

反抗し、 それから 藩閥 を 糾弾し、 次に 官僚 を 攻撃して 

ひょう へ ん こうし 

いる。 君子 は 豹変 するとい う 孔子の 言葉 も、 こんな 



ところ を 言って いるので はない かと 思う。 支那に 於い 

て、 君子と いうの は、 日本に 於け る 酒 も 煙草 もやらぬ 

堅人な ど を 指さして いうのと 違って、 六芸に 通じた 天 

才を 意味して いるら しい。 天才 的な 手腕家と いっても 

いいだろう。 これが、 やはり 豹変す るの だ。 美しい 変 

化 を 示す の だ。 醜い 裏切りと は 違う。 キリスト も、 

いっさい 誓うな、 と 言って いる。 明日の 事 を 思うな、 

とも 言って いる。 実に、 自由 思想家の 大 先輩で はない 

きつね 

か。 狐 に は 穴 あり、 鳥に は 巣 ぁリ、 され ど 人の子に は 

ま \ /ら 

枕す ると ころ 無し、 と はまた、 自由 思想家の 嘆きと 

いっていいだろう。 一日 も 安住 を ゆるされない。 その 



火と 題す る 道場 便り。 失敬。 

十月 十四日 

口紅 



1 1 _ 

御 返事 を ありがとう。 先日の 「嵐 の 夜の 会談」 に 就 

いての 僕の 手紙が、 たいへん 君の 御 気に 召した ようで、 

うれしい と 思って いる。 君の 御意 見に 依れば、 



2 

そうして、 それから、 れいの 一ばん いいと ころ を 言 

い 出し、 

「世に 大勇と 小勇 あり、 ですからね、 あいつら は、 小 

勇と いう わけの ものなん だ。 おれの 事 を、 パイ パンと 

言って いやが るんで す。 かねがね 癩に さわって いた 

んだ。 かつ ぼれ という 綽名 だって、 おれ は あんま リ好 

きじ やねえ の だが、 パイ パンと 言われち や、 黙って 居 

られ ねえ ご あらぬ 事で^ 昂 して、 ベ ッド から 降りて 帯 

をし め 直し、 「おれ は、 この 回覧板 をた たき かえして 来 



て、 黙って 引つ こんで 居られる わけの もの じ やな いん 

だ。 自由と 束縛、 という わけの ものなん だ。 自由と 束 

くんし ひょう へ ん 

縛、 君子豹変 という ことに もな るんだ。 あいつら に は 

キリストの 精神が まるで わかって やしね え。 場合に 

依って は、 おれの 腕の 立つ ところ を 見せて やらな く 

ちゃい けね えの だ。 ひばりに は、 無理です ぜご 

「僕が 行つ て 来ます ご 僕 はべ ッド から 降りて、 する り 

とかつ ぼれ の 前 を 通り抜け、 同時に、 かつ ぼれ から 回 

覧板を 取り上げて、 部屋 を 出た。 

「白鳥の 間」 では、 「桜の 間」 の 返事 を 待ち かねていた 

様子であった。 僕が はいって 行ったら、 八 人の 塾生，^ 



提案に したがいます ご 

又 ひっそり となった。 

3 

「君 は、 僕たちの 提案に 反対な のか ご と、 しばらくし 

て、 青大将と いう 眼つ きの 凄い 三十 男が 僕に 尋ねた。 

おもしろ 

「大 賛成です。 それに 就いて 僕に、 とっても 面白い 計 

画が あるんで す。 それ を、 やらせて 下さい。 お願いし 

ます 」 

みんな 少し、 気抜けが したよう だった。 



に 安心した。 

4 

そうして 僕の その 信頼 は、 僕の 予期 以上に 素晴らし 

く 報いられた。 四時の 自然の 時間に、 突如、 廊下の 拡 

声 機から、 

「そのまま、 そのままの 位置で、 気楽に お聞きね がい 

ます ごとい う 事務員の 声が 聞え て、 「かねて 問題に なつ 

て 居りました 助手さん のお 化粧に 就いて、 ただいま 助 

手さん たちから 自発的に 今日 限り これ を 改める 由 を 申 



う を 横 眼で 見た。 僕 は、 少し つらかった。 

「最後に、」 と 事務の 人が 引きと り、 「これ は 助手さん 

たち 一同からの お願いであります が、 牧 田さん の 従来 

の 綽名 は、 即刻 改正して いただきたい、 との 事で ござ 

います。 きょうの 臨時 放送 は、 これ だけです ご 

「白鳥の 間」 から、 すぐ 回覧板が 来た。 

二 同 満足せ り。 ひばりの 労 を 多と す。 孔雀 は、 私 こ 

と、 と 改名すべし ご 

かつ ぼれ は、 その 綽名の 提案に すぐ 反対 を 表明した _ 

「私 こと」 という 綽名 をつ ける の は、 いかになんでも 残 

酷す ぎる と いうので ある。 



「マ ァ坊 は、 まだ 口紅 をつ けて るよう じ やない かご と 

僕 は 小声で 竹さん に 言 つ たら、 竹 さ んは、 シャツ シャツ 

と 摩擦 を はじめて、 

「あれで も、 ずいぶん、 拭いたり 洗ったり して 大騒ぎ 

や。 いちどに 改めろ 言うても、 それ あ 無理。 若い の や 

さかい ご 

「竹さん の 働き は、 大した ものだね ご 

「まえに、 場 長さん から も、 幾度と なく 御注意が あつ 

たんや。 きょうの 事務所からの 放送 を、 場 長さん もお 

一 J きげん 

聞きに なって、 いい 御機嫌 やった。 きょうの 放送 は 誰 

の 発案 かね、 とおつ しゃる さかいな、 ひばりの 発明 や、 



て、 ばかに は 出来ない。 

どうだい、 君。 僕 は、 あらためて 君に、 当 道場の 訪 

問 をす すめる。 ここに は、 尊敬す るに 足る 女性が ひと 

りい る。 これ は、 僕の もので もなければ、 君の もので 

もない。 これ は、 日本の いま 世界に 誇り 得る 唯 J の 宝 

だ。 なんてい うと 少し 大袈裟な ほめ 方に なって しまつ 

て、 われながら 閉口 だが、 とにかく、 色気 無しに 親愛 

の 情 を 抱かせる 若い 女は少 いもので は あるまい か。 君 

も、 もう 竹さん に対して は、 色気なん て そんな もの は 

持って いない 害で ある。 親愛の 気持 だけ だろうと 思う。 

ここに、 僕たち 新しい 男の 勝利が ある。 男女の 間の、 



「そうか しら ご 

「でも、 わるくない。 骨の 細い 感じ だね ご 

「そうか しら ご 

僕 は、 いい 気持だった。 

2 

マ ァ坊が 細長い 白い 花瓶 を 持って来た。 

「ありが とうご と 君 は 受取り、 無雑 作に 花 を 挿して、 

「これ は 後で、 竹さん にで も 挿し 直して いただ くんだ 

なご 



なんて、 可笑しい じ やない か。 竹さん は、 君と 同じく 

きまじめ 

らい、 ただ 生真面目な 人なん だ。 

僕たち は、 しばらく 黙って バルコニ ィに 立って いた 

おお つき かしょう 

が、 ふいと 君が、 お 隣り の 越後 獅子 は 大月花 宵と いう 

有名な 詩人 だとい う 事 を 言い出し たので、 竹さん の 事 

も 何も 吹っ飛んで しまった。 
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「まさか ご 僕 は 夢見る ようであった。 

「どうも、 そうら しい。 さっき、 ちらと 見て、 はっと 



思つ たんだ。 僕の 兄貴た ち は 皆 あの人の ファンで、 そ 

れで僕 も 小さい 時から あの人の 顔 は 写真で 見て よく 

知ってい るんだ。 僕 も あの人の 詩の ファンだった。 君 

だって、 名前く らい は 知ってい るだろう ご 

「そり や、 知っている。」 

僕 は、 どうも 詩と いう もの は 苦手 だけれ ども、 それ 

ひめ ゅリ かもめ 

でも、 大月花 宵の 姫 百合の 詩 や、 鷗の詩 は、 いまでも 

あんしよ-つ 

暗誦で きる くらいに よく 知っている。 その 詩の 作者 

と 僕 は、 この 数 箇月 ベッド を 並べて 寝て いたと は、 に 

わかに 信じられぬ 事であった。 僕に は 詩と いう ものが 

ちっとも わからぬ けれども、 君 も 御存じの とおり、 天 



ず 握手で もしなければ、 おさまらぬ 気持だった ものね。 

君 も 僕 も、 ずいぶん 興奮して いた。 「オルレアンの 少 

女」 が 済んだ 時、 君 は、 

しわが 

「じゃあ、 失礼し ようご と 奇怪な 嗄れた 声で 言い、 

僕 も 首肯いて、 君 を 送って 廊下へ 出て、 

「たしか だ！」 と 二人、 同時に 叫んだ。 
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ここまでの 事 は、 君 も ご存じの 害 だが、 さて、 君と 

わかれて、 ひとりで 部屋へ 引返した 時には、 僕の 気持 



おや？ と 思った。 越後 は 今まで 僕 を 呼ぶ のに、 そ 

ちらの 先生 だの、 書生さん だの、 小柴君 だのと いうば 

かりで、 ひばりさん なんて 変に 親しげ な 呼び 方 をした 

事 は 一 度 も 無かった の だ。 
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娘さん は、 僕のと ころへ、 つくだ 煮 を 持って来た。 

「いれものが、 ございま すかしら ご 

「は あ、 いや、」 僕 は、 うろたえて、 「そこの 戸棚に ご 

と 言いながら、 ベッドから 降り かけたら、 



さらに ここに 新しい 男と しての 気焰を 挙げさせ ていた 

だき、 前説の 補足 を 試みた 次第で ある。 

ついでながら、 君の 当 道場に 於け る 評判 も、 はな は 

だよ ろしい。 大いに 気 をよ くして、 いただきたい。 君 

がちよ つと この 道場 を 訪問した だけで、 この 道場の 

ふんいき 

雰囲気が、 急に 明るくな つたと いつ て も あながち 過言 

ではない よう だ。 だいいち、 花 宵 先生が 十 年 も 若返つ 

た。 竹さん も、 マァ坊 も、 君に よろしくと 言って いる- 

マ ァ坊の 曰く、 

「いい 眼 をして いる わね。 天才み たいね。 まつげが 長 

くて、 まばたきす るたん びに、 バチン バチンと いう 音 



リ 持って 道場へ お見えになった。 お母さん は、 月に 二 

度ず つ 僕の 身の まわりの もの を 整理し にやって 来る の 

だ。 僕の 顔 を のぞき 込んで、 

「そろそろ、 ホ ー, ^ソ ック かな？」 とから かう。 まい 

どの 事 だ。 

ある うそ 

「或いはね。」 と 僕 も、 わざと 噓を 言う。 これ も、 まい 

どの 事 だ。 

「きょうは お母さん を、 小 梅 橋までお 見送りして 下さ 

るんだ そうです ね ご 

「誰が？」 

「さあ、 どなたでしょう かご 



「男のお 子さん は、 満 一 歳から 立って 歩け ます ご と 場 

長さん は、 にこりと もせず、 そんな 下手な 冗談 を 言つ 

て、 「助手 を ひとりお 供させます ご 

つばき 

事務所から マ ァ坊が 白い 看護婦 服の 上に、 椿の 花 

模様の 赤い 羽織 を ひっかけて、 小 走りに 走って 出て 来 

て、 お母さんに、 どぎ まぎした ような 粗末な お辞儀 を 

した。 お供 は、 マァ坊 だ。 

こまげた 

僕 は 新しい 駒下駄 を はいて、 まっさきに 外へ 出た。 

駒下駄が へんに 重くて、 よろめいた。 

j.6 や 

「おっとと、 あんよ は 上手 ご と 場 長 は、 うしろで 囉し 

た。 その 口調に、 愛情よりも、 冷く 強い 意志 を 感じた。 



「大きい ね。 道が 大きい ご アスファルト 道が、 やわら 

かい 秋の 日 ざし を 受けて 鈍く 光って いる だけな の だが、 

ぼうよう こんとん 

僕に は、 それが 一 瞬、 茫洋 混沌た る 大河の ように 見え 

たの だ。 

「無理 かな？」 お母さん は 笑いながら、 「どうかな？ 

お見送り は、 このつ ぎに、 お願い するとし ましょう 

か？」 
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「平気、 平気 ご ことさらに 駒下駄の 音 を カタ カタと 高 



けんせい 

といって、 何とかして 君 を 牽制しょう とたく らんだ、 

というの が、 これまでの いきさつの、 あわれな 実相 だ。 

僕 は 色気が 無い どころ か、 大 ありだった。 それ こそ 

意馬心猿と でもい うべき、 全く あさましい 有様だった 

の だ。 
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君 は 竹さん を、 凄い ほどの 美人 だと 言って、 僕 はやつ 

きとな つて それ を 打ち消し たが、 それ は 僕 だって、 竹 

さん を 凄い ほどの 美人 だと 思って いたの さ。 この 道場 



ためいき 

を 飲んだ。 ほっと 深い 溜 息をついて、 少し 気持 も 楽に 

なり、 

「竹さん が 結婚す るんだ つ て？」 と 軽い 口調で 言う 事 

が 出来た。 

さ f 

「そうよ ご マァ坊 もこの ごろ、 なぜ だか 淋しそう だ。 

寒そう に 肩 を 小さく すぼめて、 僕の 顔 を まっすぐに 見 

ながら、 「ご存じ じ や、 なかった の？」 

「知らなかった ご 不意に 眼が 熱くな つて、 困って、 う 

つむいて しまった。 

「わかる わ。 竹さん だって 泣いて た わご 

「何 を 言って いやがる ご マァ坊 の、 しんみりした 口調 



たま ほお 

げに 溜って、 それから ぼろぼろ 頰を伝 つて 流れ はじめ 

た。 「知つ てるのよ。 知つ てるのよ ご 
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「よせよ。 意味が 無い じ やない かご こんなと ころ を、 

ひとに 見られたら 困る と 思った。 「なんの 意味 も あ 

リ やしない じ やない かご 繰返し て 言 つた その 僕の 言 

葉 も、 あまり 意味の ある ものの ように は 思えなかった。 

「ひばり は、 全く、 のんきな 人ね え ご と 指先で 頰の涙 

を 拭きながら、 マ ァ坊は 少し 笑って 言った。 「いままで、 



のお 父さん はい まこつ ちへ 疎^して 来て いるんだ つ て。 

そうして 竹さん のお 父さんから、 こないだ 竹さん に 話 

があって、 竹さん は ニ晚も 三晚も 泣いて た わ。 お 嫁に 

行く の は、 いや だって ご 

「そんなら いい ご 僕 は、 せいせいした。 

「どうして いいの？ 泣いた からい いの？ いやね え、 

ひばり は ご と 笑いながら 言って、 顔 を 横に 傾けて、 眼 

の 光りが 妙に 活き活 きして 来て、 右腕 をす つと 前に 出 

し、 卓の 上の 僕の 手 を 固く 握った。 「竹さん はね、 ひば 

りが 恋しく つて 泣いた のよ、 本当よ ご と 言って、 更に 

強く 握りし めた。 僕 も、 わけが わからず 握り かえした。 
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晚 秋の 澄んだ 青空 を アメリカの 飛行機が 旋回して い 

る。 僕たち は、 その 三 好 野 ふうの 家の 前に 立って それ 

を 見上げて、 

「つまらな そうに 飛んで いるね え ご 

「ええ ご と マ ァ坊は 微笑む。 

「しかし、 飛行機と いう ものの 形に は、 新しい 美し さ 

が ある。 むだな 飾りが 一 つも 無い からだろう かご 

「そうね え ご と マ ァ坊は 小声で 言って、 子洪 のように 



に 思われて 来た。 な あんだ、 僕 はい まう とうと 眠って 

夢を見た の だ。 お母さんが 来たの も 夢、 マ ァ坊が あの 

三 好 野みたい な 家で 泣いた の も 夢、 と 一 瞬 そんな 気が 

して 嬉しかった が、 しかし、 そうではなかった。 

くるめが. la- リ 

「いい 久 留米鉼 やな ご 竹さん は 僕に 着物 を 脱がせて、 

「ひばりに は、 とてもよ く 似合う わよ。 マ ァ坊は 果報 

やな あ。 帰りに 一 緒に ォバ さんと こで お茶 を 飲んだ つ 

てな ご 

やはり、 夢ではなかった。 

「竹さん、 おめでと うご と 僕が 言った。 

竹さん は 返辞 をし なかった。 黙って、 うしろから 寝 



卷を かけて くれて、 それから、 寝巻の 袖口から 手 を 入 

れて、 僕の 腕の 附け 根のと ころ を、 ぎゅっと かな リ強 

く 抓った。 僕 は 歯を食いしばって 痛 さ を 堪えた。 
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何事 も 無かった ように 寝巻に 着換えて、 僕 は 食事に 

そば 

取リ かかり、 竹さん は 傍で 僕の 鉼の 着物 を 畳んで いる。 

お 互いに 一 こと も、 もの を 言わなかった。 しばらくし 

て 竹さん が、 極めて 小さい 声で、 

さ さ や 

「かんにんね ご と 囁 いた。 
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